
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 2月 27日 第 11号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

 心に刻む、明徳の春〜雛飾りの笑顔と、スノーフェスで見た成長〜 

校長   山  下 礼 子  

 

暦の上では春とはいえ、まだ寒さの残る 

今日この頃。本校の玄関先には今、鮮やかな 

七段飾りの雛人形が飾られています。先日、 

この雛人形を囲んで、12 名の児童と 2 名 

の園児と記念写真を撮影しました。並んだ 

子どもたちの笑顔は、まるでお雛様のよう 

に晴れやかで、この小さな学び舎に満ちる

温かな空気を感じるひとときとなりました。 

 ２月１０日、児童会主催の「スノーフェスティバル」を開催しました。雪国ならではの

遊びを全力で楽しむ中で、特に心に響いたのは高学年の姿です。5・6年生が自ら「チュ

ーブすべりボウリング」や「雪射的」といった新しいゲームを考案し、主体的に準備を進

めてくれました。悪天候による延期が重なり、その都度、黙々と準備と片付けを繰り返す

姿には、責任感の強さと共に、下級生を楽しませようとする深い思いやりを感じ、胸が熱

くなりました。また、少年団の親子レクでは、スノーモービルでのバナナボートやチュー

ブ滑りなど、大人も子どもも一緒になって雪を楽しみ、心に残る素晴らしい思い出となり

ました。いつも「子どもたちを真ん中に」据えて、温かく支えてくださる保護者・地域の

皆様の結束力には、感謝の言葉もございません。こうした一つひとつの光景は、閉校を来

年度に控えた私たちにとって、まさに明徳の「宝物」です。 

 

 本校にとって、来年度はいよいよ「ラストイヤー」という 

特別な一年を迎えます。同時に、3 月に卒業する 6 年生にとっては、明徳で学ぶ日々も

残りわずかとなりました。雛飾りをみんなで眺めた瞬間も、雪を駆け回った時間も、あと

から振り返れば、かけがえのない思い出として心に深く刻まれるはずです。こうした行

事、そして何気ない日々の会話を慈しみ、その確かな歩みを胸に積み重ねていきたいと思

います。 

 いよいよ 3 月、今年度を締めくくる最後の月を迎えます。巣立っていく 6年生への溢

れる感謝と、「頑張ってね」という祝福を込めて、全校一丸となって最高の卒業式を作り

上げ、最高のメモリアル（記憶）を残していきたいと思います。 

 教職員一同、地域の皆様と共に、今年度の集大成へと全力で歩み抜く所存です。最後ま

で温かいご支援と、子どもたちの輝く姿を共に見守っていただけると幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

２日（月）全校朝会 PTA 三役会議 
３日（火）少年団役員会 
４日（水）６年生を送る会 記念事業部会 

記念イベント部会 
５日（木）職員会議 分館運営委員会 
９日（月）卒業式会場設営 
         ＰＴＡ少年団合同監査 

１２日（木）清掃週間（18日まで） 
 美瑛中卒業式 

１６日（月）保育所卒園式 
 

１７日（火）卒業式総練習 
１８日（水）同窓会入会式 卒業式前日準備 
１９日（木）卒業式 
２０日（金）春分の日 
２３日（月）卒業式後片付け 
２４日（火）職員会議 
２５日（水）３時間授業 修了式 離任式 
２７日（金）ＰＴＡ少年団総会 14:00 
鯉のぼりあげ   4/6（月） 
令和８年度始業式・入学式 4/7（火） 

３月 行事予定 

パワーをもらいました 

 美瑛町の「大妻女子大学学校サポート事業」の一環
として、１７日（火）、明徳小学校に大妻女子大学の学
生６名が来校しました。授業に参加したり、職員研修
の様子を見学したりしました。大学生の感想「子ども
たちが元気に挨拶してくれたり、全力で何事にも取り
組む姿を見て、パワーをもらいました」引率の教授の
感想「これからの学校の姿を示してい 
るようで、改めて美瑛町の教育力の高 
さを実感しました」子どもたちはいつ 
もより張り切っていました。 

 

 ステキな本との出会いをありがとうございます 

 今、図書室前の掲示板には冬休み中の児童の読書感想文と共に保護者の方からの読書感想文も提示して
います。ある保護者の方の「本を読んで、考えたこと」を紹介します。（パパ、お月様とって！を読んで）
「自分なら『お月さまとって！』と言われても、すぐに『ごめん、ムリです！』と言ってしまうと思う・ 
・・このお父さんは本当にやさしくてステキだなと感じたので、私も親として見習いたいと思います」本
に寄り添う気持ちが伝わってきました。「成長させてくれる」「希望がもてる」「共感できる」そんな思いに
させてくれる本との出会いが読書の喜びだと思います。倉田の冬休みに読んで一番よかった本は「成瀬は
都を駆け抜ける」（宮島未奈著）です。主人公「成瀬あかり」が周りの人を明るく照らしていく姿がとても
ステキだと感じました。（３部作の３部目なので１部から読んだ方がいいですよ）ICT を 
授業で活用するようになって子どもたちの思考力が落ちたというデータがあります。身 
の回りに ICT があふれている世の中だからこそ、本を読むことの大切さ、本を読む喜び 
を知るきっかけになる本との出会いが大切だと感じました。読書感想文へのご協力あり 
がとうございました。子どもたちにとってステキな本との出会いになっています。 

東部コミュニティーセンター完成間近 

 東部コミュニティーセンター（以下東部ＣＣ）の完成に向けて、子どもたちも頑張っています。１月２ 
０日（火）、建設中の東部ＣＣを見学にいきました。また、一般公募された３４個の 
東部ＣＣの愛称の中から子どもたちのお気に入りの１個を選んで役場に報告しました。 
（選考の結果、〇〇さん、〇〇さん、〇〇さんが考えた「めいとーく」に決まりまし 
た）２月４日（水）、２５日（水）は東部ＣＣの案内図を作りました。（施設の中に飾 
られます）明徳小学校が閉校しても、これらの活動を思い出として、子どもたちがワ 
イワイと集まれるような場になればと思います。 
 

好き嫌いなく食べよう 

 １８日（水）、横牛地区の〇〇〇〇さんを講師
にお招きして、調理教室を行いました。今回は
かぼちゃのアイスクリームととうきびのアイス
クリームを作りました。作るだけでなく、それ
ぞれの野菜の栄養等も教えていただきました。
身近な食材でおいしいアイスクリームを作れる
ことを知り、改めて地元の食材の 
価値を見直すきっかけになりまし 
た。鹿島さんから「野菜を好き嫌 
いしないで食べてください」 

第 3回いじめアンケートより 

今年度３回目のいじめアンケートを行いまし
た。今回は友だち関係が心配される案件が１件
ありました。児童への聞き取り、保護者への連
絡等を行い対応しました。職員全体で子どもの
様子を見守っていきます。子どもなりに「不
安」や「悩み」を抱えていると思います。気に
なる点があれば学校まで連絡をお願いします。 

   冬休み自由研究発表会 

 １月２３日（金）、冬休みの自由研究発表会を行いま
した。学年に応じた、様々な表現方法での発表でし
た。今、全校で自由研究を宿題としている学校は少な
いと思います。ご家庭での協力がなくてはできない宿
題だと思いますが、子どもたちの表現する力が身につ
く貴重な教育活動になっています。明徳のよき伝統で
す。毎年、夏、冬とご協力ありがとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


